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銅酸化物高温超伝導体におけるスピンゆらぎの研究に、ミュオンスピン緩和（μSR）と中性子散乱が大きく貢献してきたこと

は言うまでもない。μSRと中性子散乱ではプローブするスピンゆらぎの周波数が異なること、μSRが実空間を見るのに対し、

中性子散乱は逆格子空間を見ることなどから、相補的な利用がなされてきた。本講演では、我々が進めているμSR による研

究と中性子散乱、角度分解光電子分光（ARPES）による研究の関わりから見えてきたスピンゆらぎの例を紹介する。 

 

Fe を部分置換した La 系超伝導体 La2-xSrxCu1-yFeyO4において、ゼロ磁場 μSR の測定を行った[1]。その結果、 超伝導が

出現する幅広いホール濃度領域で、不純物であるFeが誘起した磁気秩序を観測した。中性子散乱とARPESによる先行研究

[2]との比較の結果、アンダードープ領域での磁気秩序は電荷と Cu スピンのストライプ秩序であることがわかった。一方、オー

バードープ領域での磁気秩序は、RKKY 相互作用による Fe のスピングラスであることがわかった。これらのことから、銅酸化

物の電子状態がホールドープとともに強相関状態からフェルミ液体的状態に移り変わっていると結論された。 

 

μSRによる研究は、東北大の鈴木謙介、田邉洋一、佐藤秀孝、小池洋二、Padjadjaran大のRisdiana、理研の石井康之(現

東医大)、鈴木栄男（現芝浦工大）、渡邊功雄各氏との共同研究である。 
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